
３歳児歯科健康診査

・そくさい地域出前講座

短期集中通所型口腔機能向上事業

・歯つらつ健康プログラム

歯ッピー長寿8020表彰

１歳６か月児歯科健康診査

乳幼児期

しっかり食べよう教室

親子むし歯予防出前講座

学童期

歯と口の健康週間(6/4～6/10)　歯ッピーWell　come!!　金沢

2-8　歯科保健
　健康な歯や口を保ち、美味しく食事をすることは、心や身体の健康を保ち、豊な生活を営む上で重要
です。
　乳幼児期は生涯を通じた歯科保健の基盤となります。また、高齢期の口腔機能の向上は、全身の健
康に大きく影響します。それぞれのライフステージに応じた歯科保健に関する情報提供、普及啓発活
動、予防・健診事業を展開することにより、８０２０(ハチマルニイマル)運動の推進および口腔機能の向
上、歯の寿命の伸延によって、市民の健康保持増進に寄与することをめざします。

2-8-1　歯科保健対策の体系

普 及 啓 発

妊 婦 妊婦歯科健康診査

関係機関との連携
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成人期 歯科健診

介護予防事業　　　

一般介護予防事業

高齢期

歯科健診

推進体制の整備
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28年度 29年度

3,947 3,938 

1,613 1,741 

40.9 44.2 

未処置歯のない者 761 858 

未処置歯のある者 781 819 

計 1,542 1,677 

95.6 96.3 

48.4 47.0 

喪 失 歯 数 319 349 

未 処 置 歯 数 2,594 2,644 

処 置 歯 数 14,762 15,265 

計 17,675 18,258 

喪 失 歯 数 0.2 0.2 

未 処 置 歯 数 1.6 1.5 

処 置 歯 数 9.2 8.8 

計 11.0 10.5 

2-8-2　母子歯科保健

　妊産婦(胎児期)はむし歯や歯周病が悪化しやすく、また乳幼児期は生涯を通じた歯の健康づくりの基礎と
なる時期です。歯科健診、歯科健康教育、歯科保健指導、食生活指導を実施し、発症リスクの高い集団へ
の継続的な管理や指導などを行い、母子の口腔の健康保持増進をめざしています。

2-8-2-a　妊婦歯科健康診査

対 象 者

受 診 者

受 診 率 （ ％ ）

む し 歯 の あ る 者

む し 歯 有 病 者 率 （ ％ ）

未 処 置 歯 の あ る 者 （ ％ ）

む し 歯 数

一人平均むし歯数
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（％） (本)

28年度 3,929 3,862 1,697 2,081 10 3,788 71 3 - - 74 179 1.9 0.05 197 183 56

29年度 3,749 3,704 1,725 1,905 1 3,631 70 2 1 - 73 217 2.0 0.06 273 271 82

泉 野 1,175 1,154 996 109 1 1,106 47 1 - - 48 144 4.2 0.12 16 4 26

元 町 993 984 405 568 - 973 10 1 - - 11 30 1.1 0.03 84 103 24

駅 西 1,581 1,566 324 1,228 - 1,552 13 - 1 - 14 43 0.9 0.03 173 164 32

（％） (本)

28年度 3,844 3,751 3,362 85 4 7 1 1,236 10.4 0.33 165 703 117

29年度 2,430 2,374 2,045 76 - 11 - 1,129 13.9 0.48 82 454 66

泉 野 770 753 636 36 - 3 - 465 15.5 0.62 2 78 11

元 町 644 628 544 12 - 5 - 277 13.4 0.44 27 155 17

駅 西 1,016 993 865 28 - 3 - 387 12.9 0.39 53 221 38

2-8-2-b　１歳６か月児歯科健康診査
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2-8-2-c　３歳児歯科健康診査
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型

む し 歯 の あ る 者

A
型

Ｂ
型

Ｃ1

型
Ｃ2
型

不
詳

計

292 389

242 329

78 117

67 84

97 128

2-8-2-d　歯科健康教育、歯科相談等

区 分 平成28年度 平成29年度 泉 野 元 町 駅西

こどもの歯の
健康づくり相談

280人／12回

しっかり食べよう教室 344組/18回 298組/17回 99組/6回 123組/6回 122組/6回

むし歯予防出前講座 311人／14回 355人／16回
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男 女 男 女
84,752 85,331 85,820 5,469 10,277 6,286 12,222

3,629 4,032 4,180 93 590 133 707

4.3 4.7 4.9 1.7 5.7 2.1 5.8

未処置歯のない者 2,245 2,454 2,581 51 334 66 446

未処置歯のある者 1,372 1,559 1,573 40 251 62 254

計 3,617 4,013 4,154 91 585 128 700

99.7 99.5 99.4 97.8 99.2 96.2 99.0

37.8 38.7 37.6 43.0 42.5 46.6 35.9

喪 失 歯 数 4,364 5,259 5,662 43 134 87 207

未 処 置 歯 数 3,570 3,769 3,952 119 713 168 608

処 置 歯 数 48,792 54,368 56,035 1,121 6,588 1,567 9,046

計 56,726 63,396 65,649 1,283 7,435 1,822 9,861

喪 失 歯 数 1.2 1.3 1.4 0.5 0.2 0.7 0.3

未 処 置 歯 数 1.0 0.9 0.9 1.3 1.2 1.3 0.9

処 置 歯 数 13.4 13.5 13.4 12.1 11.2 11.8 12.8

計 15.6 15.7 15.7 13.8 12.6 13.7 13.9

異 常 な し 178 170 200 6 35 7 31

要 指 導 124 585 651 16 113 17 150

要 精 検 3,327 3,277 3,329 71 442 109 526

健 全 311 745 805 20 124 25 135

歯 肉 出 血 246 2,736 2,818 61 406 91 479

歯 石 1,313 461 3,524 78 494 115 599

浅 い ポ ケ ッ ト 1,141 1,740 1,836 40 252 59 313

深 い ポ ケ ッ ト 618 981 912 15 85 30 119

健 全 8.6 18.5 19.3 21.5 21.0 18.8 19.1

歯 肉 出 血 6.8 67.9 67.4 65.6 68.8 68.4 67.8

歯 石 36.2 11.4 84.3 83.9 83.7 86.5 84.7

浅 い ポ ケ ッ ト 31.4 43.2 43.9 43.0 42.7 44.4 44.3

深 い ポ ケ ッ ト 17.0 24.3 21.8 16.1 14.4 22.6 16.8

現 在 歯 総 数 99,261 109,768 113,339 2,658 16,776 3,754 20,007

９ 本 以 下 の 者 13 29 36 - - - -

１ ０ ～ １ ９ 本 の者 80 116 127 - - 2 1

２ ０ ～ ２ ３ 本 の者 169 178 205 1 5 2 6

２ ４ 歯 以 上 の 者 3,367 3,709 3,812 92 585 129 700

一人平均現在歯数 27.4 27.2 27.1 28.6 28.4 28.2 28.3

2-8-3　歯科保健

　歯周疾患は４０歳代、歯の喪失は６０歳代を境に急増します。歯周疾患検診、歯の健康教育、歯の健康相談を実施し、高齢期になっても十分な自分の歯を保ち噛むことの重要性を啓発し、歯
周疾患、歯の喪失の予防を目指すことによって、全身の健康維持と日常生活の向上に寄与します。

2-8-3-a  すこやか歯科健診（医療機関委託）

27年度 28年度 29年度 35～39歳 40～44歳

対 象 者

受 診 者

受 診 率 （ ％ ）

う 蝕 の あ る 者

う 蝕 有 病 者 率 （ ％ ）

未 処 置 歯 の あ る 者 （ ％ ）

う 蝕 数

一人平均う蝕数

判 定 区 分

歯周組織の状
況 （ 人 ）

歯周組織の状
況 （ 率 ）

現 在 歯
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平成16年度から年齢拡大（60、65、70歳を追加）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
6,255 12,106 4,964 9,930 888 1,945 1,053 2,103 1,843 2,620 3,479 4,380

156 703 110 598 25 136 23 157 65 188 171 325

2.5 5.8 2.2 6.0 2.8 7.0 2.2 7.5 3.5 7.2 4.9 7.4

92 448 69 386 12 102 12 103 40 125 93 202

62 254 41 210 13 34 11 54 25 63 76 123

154 702 110 596 25 136 23 157 65 188 169 325

98.7 99.9 100.0 99.7 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 98.8 100.0

39.7 36.1 37.3 35.1 52.0 25.0 47.8 34.4 38.5 33.5 44.4 37.8

153 332 148 613 25 178 58 325 189 727 996 1,447

176 552 154 453 30 82 23 134 88 150 226 276

2,031 10,009 1,405 9,029 290 2,044 309 2,315 805 2,795 1,927 4,754

2,360 10,893 1,707 10,095 345 2,304 390 2,774 1,082 3,672 3,149 6,477

1.0 0.5 1.3 1.0 1.0 1.3 2.5 2.1 2.9 3.9 5.8 4.5

1.1 0.8 1.4 0.8 1.2 0.6 1.0 0.9 1.4 0.8 1.3 0.8

13.0 14.2 12.8 15.1 11.6 15.0 13.4 14.7 12.4 14.9 11.3 14.6

15.1 15.5 15.5 16.9 13.8 16.9 17.0 17.7 16.6 19.5 18.4 19.9

7 33 5 29 1 9 1 5 3 6 13 9

23 121 10 85 4 17 2 20 7 19 15 32

126 549 95 484 20 110 20 132 55 163 143 284

19 141 15 125 9 30 6 23 12 35 33 53

124 467 77 396 13 87 15 115 42 114 103 228

140 588 96 506 21 114 18 136 57 155 137 270

69 329 45 257 11 68 6 73 27 83 61 143

43 114 39 151 5 21 10 43 21 52 67 97

12.2 20.1 13.6 20.9 36.0 22.1 26.1 14.6 18.5 18.6 19.3 16.3

79.5 66.4 70.0 66.2 52.0 64.0 65.2 73.2 64.6 60.6 60.2 70.2

89.7 83.6 87.3 84.6 84.0 83.8 78.3 86.6 87.7 82.4 80.1 83.1

44.2 46.8 40.9 43.0 44.0 50.0 26.1 46.5 41.5 44.1 35.7 44.0

27.6 16.2 35.5 25.3 20.0 15.4 43.5 27.4 32.3 27.7 39.2 29.8

4,338 19,757 3,023 16,358 709 3,667 600 4,048 1,642 4,558 3,803 7,641

- 1 - 1 - 1 - 3 - 5 12 13

6 - 2 8 - 5 2 7 5 14 31 44

2 11 4 18 - 1 2 13 11 38 35 56

148 691 104 571 25 129 19 134 49 131 93 212

27.8 28.1 27.5 27.4 28.4 27.0 26.1 25.8 25.3 24.2 22.2 23.5

　歯周疾患は４０歳代、歯の喪失は６０歳代を境に急増します。歯周疾患検診、歯の健康教育、歯の健康相談を実施し、高齢期になっても十分な自分の歯を保ち噛むことの重要性を啓発し、歯
周疾患、歯の喪失の予防を目指すことによって、全身の健康維持と日常生活の向上に寄与します。

45～49歳 50～54歳 55歳 60歳 65歳 70歳
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実施年月日

テ ー マ

　 主 催

対 象

参 加 人 数

実施年月日 平成２９年１１月９日　　金沢市役所

目的・趣旨

対 象 者 80歳以上で、20本以上の歯を保持している金沢市在住の方

被 表 彰 者 １０名

2-8-4-b　かなざわ歯ッピー長寿8020賞　表彰式

80歳になっても20本以上の歯を維持する8020運動を推奨し、市民が生涯にわたり健康
な歯を維持し、健やかな生活を送ることを推進するため、その実践により健康な歯及び口
腔状態を保っている市民の模範となる個人を表彰するもの

市民(乳児～大人まで)

2,473名

2-8-4　普及啓発

　毎年、歯と口の健康週間(6/4～6/10)にあわせ、金沢市歯科医師会と共催し「歯ッピーWellcome!!金
沢」を実施し、歯科相談、フッ化物塗布、歯科検診などを実施している。
　また、8020運動を推進し「かなざわ歯ッピー長寿8020表彰式」を開催している。

2-8-4-a　歯の衛生週間行事「歯ッピー　Well　come!!　金沢」

平成２９年５月２８日　　　泉野、元町、駅西福祉健康センター

「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯

金沢市歯科医師会、金沢市
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